
第
１
３
４
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会

『
農
業
の
祭
典
』に
108
万
人

 

食
と
農
の
ま
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を
発
信
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『
横
手
に
集
い
開
け
未
来
の
秋
田
の

食
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
第

１
３
４
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
（
秋

田
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
主
催
、

横
手
市
協
賛
事
業
実
行
委
員
会
協
賛
）

が
、
10
月
29
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で

の
７
日
間
に
わ
た
り
横
手
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
の
開
催
は
、
平
成
14
年
の

旧
横
手
市
以
来
９
年
ぶ
り
。
主
会
場

の
横
手
体
育
館
周
辺
を
は
じ
め
、
第

２
協
賛
会
場
の
秋
田
ふ
る
さ
と
村
や

横
手
市
民
会
館
、
か
ま
く
ら
館
な
ど

で
連
日
さ
ま
ざ
ま
な
協
賛
行
事
が
開

催
さ
れ
、
期
間
中
は
好
天
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
県
内
外
か
ら

１
０
８
万
２
千
人
の
参
観
者
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

初
日
は
、
主
会
場
前
で
吉
田
小
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
の
後
、

多
く
の
関
係
者
や
来
賓
が
見
守
る
中

で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
参
観
者
を

迎
え
、
華
々
し
く
開
幕
。
そ
の
後
、

新
穀
感
謝
農
民
祭
並
び
に
開
会
式
、

『
食
と
農
と
人
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

が
行
わ
れ
、
主
会
場
の
出
品
農
産
物

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
展
示
、
協
賛

第
１
会
場
の
農
工
商
フ
ェ
ア
、
協
賛

第
２
会
場
の
農
業
機
械
化
シ
ョ
ー
や

物
産
販
売
展
な
ど
も
初
日
か
ら
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
以
降
も
、
メ
イ
ン
行
事
の

談
話
会
、
県
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
、
県

農
業
委
員
大
会
、
県
土
地
改
良
事
業

推
進
大
会
、
農
村
に
お
け
る
健
康
を

考
え
る
集
い
な
ど
を
開
催
。
最
終
日

は
、
県
産
米
改
良
品
評
会
表
彰
式
、

交
換
会
褒
賞
授
与
並
び
に
閉
会
式
が

行
わ
れ
、
受
賞
者
に
賞
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
（
期
間
中
の
市
内
イ
ベ
ン

ト
の
様
子
は
６
〜
７
㌻
に
掲
載
）

〝　
　
　
　
　
　

〞

１_木村種苗交換会会頭、五十嵐
協賛事業実行委員会会長、塩田
市議会議長、キャッチフレーズ
考案者の大野和貴子さんによる
テープカット ２_農産物が展示
された主会場 ３_最新鋭機や実
演に注目が集まった農業機械化
ショー ４_６次産業化の推進な
どが話し合われた談話会 ５_物
産や食のブースも連日のにぎわ
い ６_最終日の褒賞授与式

１

２

３

４
５

６
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平
成
23
年
秋
の
叙
勲
な
ら
び
に
褒
章
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
横
手
市
か
ら
は
、
叙
勲
10
人
、
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
２
人
、
褒
章
１
人
の
あ
わ
せ
て
13
人
の
方
が
晴

れ
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

平成23年度平成23年度

秋
の

13
人
が
栄
え
あ
る
受
章

瑞
宝
単
光
章

 

【
消
防
功
労
】

 

叙
勲

褒
章

秋
の
叙
勲

元横手市増田消防団団長
季子和春氏（増田・70歳）

瑞
宝
単
光
章

　  

【
消
防
功
労
】

元横手市横手消防団団長
加賀谷正悦氏（横手・72歳）

瑞
宝
単
光
章

【
消
防
功
労
】

元大森町消防団分団長
赤川順一氏（大森・75歳）

瑞
宝
双
光
章

　 

　【
郵
政
事
業
功
労
】

元横堀郵便局長
鈴木雅裕氏（横手・70歳）

瑞
宝
単
光
章

　  

　
　
【
消
防
功
労
】

元横手市山内消防団副団長
髙　壽一氏（山内・71歳）

瑞
宝
単
光
章

　  

　
　
【
消
防
功
労
】

元横手市大雄消防団副団長
土田佑一氏（大雄・72歳）

旭
日
双
光
章

　 

【
地
方
自
治
功
労
】

元十文字町議会議員
安藤康一氏（十文字・75歳）

旭
日
双
光
章

　【
食
品
衛
生
功
労
】

元県食品衛生協会副会長
亀谷吉廣氏（横手・76歳）

瑞
宝
双
光
章

 

【
教
育
功
労
】

元横手南小学校長
清水川満氏（山内・77歳）

よこてレインボーパトロール隊が総理大臣表彰 

安全・安心なまちづくりに貢献

よこてレインボーパトロール隊隊長の
藤本堅悦さん（左）と同隊広報啓発部の
高橋春子さん（右）

　

市
内
で
防
犯
活
動
を
行
う
『
よ
こ

て
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
』
が

10
月
11
日
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
関
係
功
労
者
の
内
閣
総
理
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
同
隊
は
、
新

聞
配
達
、
宅
配
、
運
転
代
行
、
水
道

や
電
気
検
針
、
乳
製
品
販
売
の
７
業

者
に
よ
っ
て
平
成
16
年
に
結
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
勤
務
時
間
帯
が
違
う
と

い
う
強
み
を
生
か
し
、
通
常
の
業
務

を
行
い
な
が
ら
ほ
ぼ
24
時
間
体
制
で

市
内
を
巡
回
し
、
防
犯
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
隊
員
に
よ

る
『
あ
っ
!!
晴
れ
劇
団
』
が
演
じ
る

防
犯
啓
発
の
寸
劇
は
、
子
ど
も
や
高

齢
者
に
も
わ
か
り
や
す
い
と
評
判
で
、

年
間
20
カ
所
以
上
を
ま
わ
り
、
精
力

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

隊
長
の
藤
本
堅
悦
さ
ん
は
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て「
横
手
が
日
本
一
住

み
よ
い
ま
ち
、
そ
し
て
多
く
の
方
に

愛
さ
れ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
活
動
を

続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

　  

　
　
【
消
防
功
労
】

藍
綬
褒
章

　 

【
調
停
委
員
功
績
】

瑞
宝
単
光
章

　 

【
警
察
功
労
】 元横手平鹿広域市町村圏組合

消防司令長 
久米吉紀氏（横手・68歳）

元警部
一ノ宮繁氏（横手・71歳）

秋田地裁民事調停委員
秋田家裁家事調停委員
髙田久雄氏（大森・61歳）

秋
の
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

 

【
矯
正
業
務
功
労
】

元盛岡少年院法務教官
髙　勇氏（横手・63歳）

第３回県小学生
 新人野球大会 優勝
第３回県小学生
 新人野球大会 優勝

Ａブロック優勝　横手旭野球スポーツ少年団

Ｂブロック優勝　横手南野球スポーツ少年団

栄光

【訂正とお詫び】
　市報よこて11月１日号、26ページ『巧』のコーナーの記載に誤りが
ありました。次のとおり訂正し、お詫びします。
　（誤）伊勢堂八幡神社拝殿　→　（正）浅舞の八幡神社拝殿

平鹿消防団女性消防隊、第20回全国女性消防操法大会に出場

 県代表として日頃の訓練の成果を発揮
　

10
月
19
日
、
第
20
回
全
国
女
性
消

防
操
法
大
会
が
神
奈
川
県
横
浜
市
の

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

秋
田
県
代
表
と
し
て
、
平
鹿
消
防
団

女
性
消
防
隊
（
原
ヨ
シ
ミ
隊
長
以
下

11
名
）
が
出
場
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
２
年
に
１
度
開
催
さ

れ
る
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
諸
事
情
で
出
場
を
辞
退
し
た
岩
手
・

宮
城
・
福
島
県
を
除
く
、
都
道
府
県

代
表
の
女
性
消
防
隊
44
隊
が
出
場
。

女
性
消
防
隊
は
、
５
人
１
組
で
軽
可

搬
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て

約
70
㍍
先
の
標
的
に
放
水
す
る
ま
で

の
迅
速
性
や
確
実
性
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
に
備
え
て
、
平
鹿
消
防
団

女
性
消
防
隊
は
、
平
日
の
夕
方
や
休

日
に
操
作
技
術
の
練
習
を
重
ね
、
初

め
て
の
全
国
大
会
と
い
う
緊
張
の
中
、

機
敏
な
操
法
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
友
好
都
市
の
厚
木
市

の
消
防
団
長
や
東
京
平
鹿
町
会
の
皆

さ
ん
が
駆
け
付
け
て
消
防
隊
の
勇
姿

に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
出
場
を
契
機
に
、
地
域

で
の
女
性
消
防
隊
の
活
動
の
広
が
り

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

表
示
証
の
交
付
先
は

合
わ
せ
て
35
事
業
所
に

　

消
防
団
員
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
、
市
が
実
施
し
て
い

る
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

で
、
新
た
に
１
事
業
所
に
表
示
証

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
協
力
事
業
所
は
こ
れ
で

35
事
業
所
と
な
り
ま
し
た
。

▽
㈲
阿
部
組（
横
手
）＝
10
月
27
日

交
付

◆
消
防
団
協
力
事
業
所
に
つ
い
て

　

は
、
総
務
企
画
部
危
機
管
理
室

　
（
北
庁
舎
内
）ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

３
５
‐
２
１
９
５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５人で力を合わせ操法に取り組む平鹿消防団
女性消防隊

標的に正確な放水を実施する
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芸術文化都市計画
  

都
市
計
画
道
路
と
は
、
都
市
計

画
法
に
基
づ
き
、
あ
ら
か
じ
め
ル

ー
ト
や
位
置
、
幅
員
な
ど
の
計
画

が
決
定
さ
れ
た
道
路
で
す
。
都
市

計
画
道
路
の
区
域
内
で
は
、
建
築

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
は
、

費
用
が
か
か
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

順
次
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が

依
然
と
し
て
未
着
手
の
路
線
、
区

間
が
あ
り
ま
す
。

  

市
町
村
合
併
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
な
ど
、
計
画
が
決
定
さ

れ
た
当
時
と
は
社
会
状
況
や
経
済

状
況
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
未
着
手
の
都
市
計
画

道
路
に
つ
い
て
見
直
し
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
の
で
変
更
案
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
廃
止
お
よ
び
一
部
廃
止
路
線
名

＊
横
手
地
域
／
城
山
線
、
横
手
駅

　

北
線

＊
増
田
地
域
／
増
田
中
央
線
、
北

　

通
線
、
本
町
線
、
土
肥
館
線
、

　

学
校
通
線
、
本
通
線
、
東
通
線
、

　

新
水
沢
線
（
一
部
廃
止
変
更
）

＊
平
鹿
地
域
／
北
町
線
、
西
町
線
、

　

大
町
線

＊
十
文
字
地
域
／
十
文
字
駅
裏
通
線
、

  

曙
町
線
（
一
部
廃
止
）
、
十
文    

　

字
駅
前
通
線
（
一
部
廃
止
）
、

　

植
田
線
、
十
文
字
増
田
線
（
一

　

部
廃
止
変
更
）
、
十
文
字
駅
北

　

線
、
十
文
字
駅
東
線
、
仁
井
田

　

南
線
（
一
部
廃
止
）

◆
変
更
路
線

＊
横
手
地
域
／
堤
桜
沢
線
、
横
手

　

中
央
線
（
城
山
線
と
の
交
差
点   

  

形
状
変
更
）

＊
平
鹿
地
域
／
東
町
線

＊
十
文
字
地
域
／
新
本
町
線
、
本

　

町
通
線
、
本
町
仁
井
田
線

◆
説
明
会
日
時

＊
横
手
地
域
／
11
月
28
日（
月
）・

　

横
手
庁
舎
２
階
会
議
室

＊
増
田
地
域
／
11
月
21
日（
月
）・

　

増
田
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ

　

ー
２
階
青
年
婦
人
研
修
室　
　

＊
平
鹿
地
域
／
11
月
29
日（
火
）・

　

浅
舞
公
民
館
２
階
第
１
研
修
室

＊
十
文
字
地
域
／
11
月
22
日（
火
）・

　

十
文
字
庁
舎
２
階
第
１
会
議
室

※
説
明
会
時
間
（
各
地
域
共
通
）

　
【
１
回
目
】午
後
２
時
〜
３
時
30

　

分【
２
回
目
】午
後
７
時
〜
８
時

　

30
分

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
都
市
計
画
課
（
水
道

　

庁
舎
内
）  

３
２
‐
２
４
０
８

都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

ＨＰページＩＤ／000007328

油 漏 れ 人権相談
　

冬
期
間
は
灯
油
を
使
う
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
時
期

に
な
る
と
不
注
意
に
よ
る
油
こ
ぼ

れ
や
、
小
分
け
中
の
油
漏
れ
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
起

こ
す
と
油
の
回
収
・
処
理
に
多
大

な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

◆
油
流
出
事
故
の
主
な
原
因

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
閉
め
忘
れ
や

落
雪
、
除
雪
作
業
に
よ
る
配
管
の

破
損
な
ど
が
事
故
の
主
な
原
因
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
油
流
出
事
故
を
防
ぐ
に
は

①
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を
小

　

分
け
す
る
時
は
、
絶
対
に
そ
の

　

場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。

②
落
雪
か
ら
給
油
管
を
保
護
し
た

　

り
、
給
油
管
の
場
所
が
わ
か
る

　

よ
う
に
し
て
破
損
防
止
に
努
め

　

ま
し
ょ
う
。

③
油
漏
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
配

　

管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
定
期
点

　

検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
万
が
一
、
油
漏
れ
に
気
づ
い
た

　

ら

　

灯
油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た

ら
、
お
近
く
の
消
防
署
、
警
察
署
、

国
や
県
の
機
関
、
市
役
所
各
地
域

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　

手
庁
舎
内
）　

　

  

３
５
‐
２
１
８
４

家
庭
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
事
業
所
用
タ
ン
ク
の
油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

◆問合せ　秋田地方法務局大曲支局  0187-63-2100

◆相談所の開設日・場所等
場  所

Ｙ（わいわい）
ぷらざ

増田地区多目的
研修センター

浅舞公民館

雄物川コミュニ
ティセンター
大森コミュニ
ティセンター
十文字文化セ
ンター

山内公民館

大雄地域福祉
センター

地　域

横  手

増  田

平  鹿

雄物川

大  森
  
十文字

山  内

大  雄

期　日

12/３（土）

12/５（月）
 

12/５（月）

12/５（月）
  

12/６（火）

12/６（火）

12/６（火）

12/５（月）

人権擁護委員名
七尾喜美代　 前澤　弘子
松井　敏博　 堀内　新一 
髙見　祥一　 髙橋　恒徳
米沢谷幸一
石川　冴子   織田智惠子 
内藤新左衛門 
戸部　英二　 佐野　洋子
神原　英夫　 照井　静信 
佐々木栄一　 上法　快晴
高橋　雅子
朝川　順子　 棚橋　博子 
嵐田友之助
信太　耕三　 佐々木弘子  
近　るり子　 高橋　純一

藤原　信子　 大和正治郎

滝澤　將弘　 佐々木　豊

   

　

大
曲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局
で
は

国
連
で
『
世
界
人
権
宣
言
』
が
採

択
さ
れ
た
12
月
10
日
に
ち
な
ん
だ

人
権
週
間
に
、
無
料
人
権
・
困
り

ご
と
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

家
族
・
夫
婦
関
係
や
近
隣
関
係
、

虐
待
、
い
じ
め
、
名
誉
・
信
用
問

題
な
ど
の
困
り
ご
と
の
あ
る
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
人
権
擁
護
委
員
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時

無
料
人
権
・
困
り
ご
と
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

油漏れを防止するために、ホーム
タンクの配管を確認し、バルブの
閉め忘れに注意してください

ＨＰページＩＤ／000002015 ＨＰページＩＤ／000007482

２

芸術文化墓　園
　

市
営
墓
園
を
使
用
で
き
る
方
は
、

市
内
に
現
住
所
か
本
籍
を
有
す
る

方
で
す
。
本
籍
が
市
内
に
あ
り
現

住
所
が
市
外
の
方
は
、
市
内
に
現

住
所
を
有
し
、
独
立
の
生
計
を
営

む
代
理
人
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
前
郷
墓
園
】
横
手
市
前
郷
字
兀
山

　

１
１
５
番
地

◆
募
集
区
画
／
園
路
墓
地
（
間
口

　

２
ｍ
×
奥
行
３
ｍ
）・・・
１
区
画
、

　

土
地
の
み
の
墓
地
で
、
規
定
の

　

範
囲
内
で
、
自
由
な
形
態
の
墓

　

石
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
永
代
使
用
料
／
31
万
円

◆
年
間
管
理
手
数
料
／
２
，５
２
０

　

円
◆
申
込
期
間
／
11
月
17
日（
木
）〜

　

22
日（
火
）土
日
を
除
く

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
後
日

　

抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

　

市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　

手
庁
舎
内
）

  　

３
５
‐
２
１
８
４

【
傾
城
塚
墓
園
】
横
手
市
平
鹿
町
浅

　

舞
字
横
手
街
道
北
１
３
５
番
１

◆
募
集
区
画
／
規
制
墓
地
（
間
口

　

２
ｍ
×
奥
行
２
ｍ
）・・・
６
区
画
、

　

墓
石
形
状
・
寸
法
が
規
定
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

◆
永
代
使
用
料
／
26
万
円

◆
年
間
管
理
手
数
料
／
１
，５
０
０

　

円　
※
市
内
在
住
の
保
証
人
が
必
要
で

　

す
。

【
問
合
せ
】　

　

平
鹿
地
域
局
市
民
福
祉
課
（
ゆ

　

と
り
館
内
）　

　
　

２
４
‐
０
０
０
７

【
大
森
墓
園
】
横
手
市
大
森
町
上
溝

　

字
白
山
下
16
番
11

◆
募
集
区
画
／
規
制
墓
地
（
間
口

　

２
ｍ
×
奥
行
２
ｍ
）・・・
58
区
画
、

　

墓
石
形
状
・
寸
法
が
規
定
さ
れ

　

て
い
ま
す
。
自
由
墓
地
（
間
口

　

２
ｍ
×
奥
行
２
ｍ
）・・・
45
区
画
、

　

墓
石
寸
法
等
に
制
限
は
あ
り
ま

　

す
が
、
比
較
的
自
由
に
使
用
で

　

き
ま
す
。

◆
永
代
使
用
料
／
16
万
円

◆
年
間
管
理
手
数
料
／
２
，０
０
０

　

円
【
問
合
せ
】

　

大
森
地
域
局
市
民
福
祉
課　

　
　

２
６
‐
２
１
１
５

【
十
文
字
墓
園
】
横
手
市
十
文
字
町

　

梨
木
字
堤
ノ
上
56
番
地

◆
募
集
区
画
／
規
制
墓
地
（
間
口

　

２
ｍ
×
奥
行
２
ｍ
）・・・
23
区
画
、

　

墓
石
形
状
・
寸
法
が
規
定
さ
れ

　

て
い
ま
す
。

◆
永
代
使
用
料
／
17
万
円

◆
年
間
管
理
手
数
料
／
２
，０
０
０

　

円
【
問
合
せ
】　

　

十
文
字
地
域
局
市
民
福
祉
課　

　
　

４
２
‐
５
１
１
４

◆
共
通
申
込
方
法
／
墓
園
所
在
地

　

の
各
地
域
局
市
民
福
祉
課
窓
口

　
（
前
郷
墓
園
は
生
活
環
境
課
）に

　

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
傾
城
塚
墓
園
、
大
森
墓

　

園
、
十
文
字
墓
園
の
申
し
込
み

　

は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

　　

市
営
墓
園
の
使
用
者
を
受
け
付
け
し
ま
す

　議会の傍聴を希望される方は、横手庁舎７階の傍
聴席に直接お越しください。なお、団体で希望され
る場合は事前に議会事務局までご連絡ください。
◆会　期
　11月28日（月）から12月14日（水）までの17日間
◆日　程
　11月28日（月）本会議【開会、議案上程ほか】
　12月５日（月）本会議【一般質問】
　12月６日（火）本会議【一般質問】
　12月７日（水）本会議【一般質問、請願・陳情委員
　　　　　　　　　　　会付託】
　12月14日（水）本会議【各委員長報告ほか、閉会】
◆時　間　午前10時から
　　 　   （14日は予算特別委員会終了後、開催予定）
◆場　所　横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
◆問合せ　市議会事務局（横手庁舎６階）　32-2535

議会を傍聴しませんか

市議会12月定例会開催（予定）のお知らせ

横手の魅力発見！平鹿・十文字探訪バスツアー
　植物工場や酒蔵見学、花き栽培見学など横手の魅力
が盛りだくさんのバスツアーです。
◆日　時／12月３日(土)午前８時30分～午後２時30分
◆集合場所／秋田ふるさと村
◆参加費／１人1,500円（昼食・見学料）
◆定　員／先着20人　◆申込期限／11月25日(金)
◆申込み／市産業経済部観光物産課（よこてイースト
　　　　　内）  32-2119  36-0088

ＨＰページＩＤ／000001334

教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ　教育総務課 　32-2402　問合せ　教育総務課 　32-2402●

10月

■10月定例教育委員会の審議内容（10月24日）
◎横手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
　弁償に関する条例及び横手市スポーツ振興審議会条
　例の一部改正する条例に関する意見の申出　　スポ         
  ーツ振興法が全部改正されたため、関係する市の条          
  例を改正するもの　　　　　　　　ほか１件を可決

～平成23年度後三年合戦シンポジウム～～平成23年度後三年合戦シンポジウム～
　『日本史における後三年合戦の意義』をテーマに講演
会とシンポジウムを開催します。
◆日　時／12月３日(土)午後１時30分～５時
◆内　容／入間田宣夫氏（東北芸術工科大学教授）に
　　　　　よる講演『清原氏とは何者か』
　　　　　小野正敏氏（人間文化研究機構理事）によ
　　　　　る講演『武士の館と威信財』
◆日　時／12月４日(日)午前９時～午後０時30分
◆内　容／藤原良章氏（青山学院大学教授）による講
　　　　　演『後三年合戦絵詞の世界』、シンポジウム
◆場　所／かまくら館
◆問合せ／市教育委員会文化財保護課（かまくら館内）
　　　　　  32-2403

け
い
せ
い
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秋
の
横
手
は

　
　
　
に
ぎ
わ
う
ぞ
!!

秋
の
横
手
は

　
　
　
に
ぎ
わ
う
ぞ
!!

　
秋
も
終
盤
と
な
り
、
ま
す
ま
す
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
横
手
で

は
、
種
苗
交
換
会
に
あ
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
地
域

の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
　
は
種
苗
交
換
会
期
間
に
行
わ

れ
た
『
横
手
に
ぎ
わ
い
交
歓
会
』
な
ど
の
協
賛
イ
ベ
ン
ト
）
　

 （横手）

　10月24日、女性センターを会場に、横手地域づくり
協議会の『元気の出る地域づくり事業』のひとつ『地
産地消の楽しみ方講座』が開催されました。参加者は
大森ワインの特徴やワインの楽しみ方を学んだ後、横
手産食材を使ったフランス料理をワインとともに味わ
い、身近な食材がもつおいしさを再認識していました。

横手産食材のおいしさを再認識（雄物川）    

　由利本荘市の土倉泰子さんが作製した布絵本約50点
が雄物川図書館に展示され、来館者の目を引いていま
す。厚手の布やフェルトで作られた色鮮やかな絵本を
自由に手に取って、ボタンやファスナーなどのしかけ
を楽しむことができます。作品の展示は同図書館で11
月29日まで行われています。

 

　山内地域づくり協議会では、『元気の出る地域づく
り事業』の一環で今年度新たに『子供地域づくり協議
会』を立ち上げました。10月25日、その活動成果が発
表され、山内中学校の生徒４人が、地域の特産である
いものこを使ったアイデア料理や山内のイメージキャ
ラクターなど、４つのアイデアを提案しました。

平
鹿
り
ん
ご
味
覚
ま
つ
り

平
鹿
り
ん
ご
味
覚
ま
つ
り

　

11
月
３
日
／
ゆ
っ
ぷ
る

　

雄物川ごりやく通りの80本の街灯に、マスコット
〝ごりやく君〟をデザインした旗が、設置された
ことを記念して、運だめし抽選会が行われました。

　

11
月
３
日
／
横
手
市
民
会
館

　

梵
天
サ
ミ
ッ
ト
in
横
手

梵
天
サ
ミ
ッ
ト
in
横
手

　

10
月
30
日
／
か
ま
く
ら
館　

テレビでおなじみの『出張！なんでも鑑定団』の収
録が行われ、会場は鑑定結果が出るたびに笑いや歓
声に包まれました。

運
だ
め
し
抽
選
会

運
だ
め
し
抽
選
会

　

10
月
28
日
／
雄
物
川
ご
り
や
く
通
り
商
店
会

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ

ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ェ
ス
タ

　

10
月
22
日
／ 

Ｙ（
わ
い
わ
い
）ぷ
ら
ざ　

恒例の『りんご皮むき競争』には20人がエントリー。
１分間にむいた皮の長さを競った結果、190cmを記録
した柴田隆一さん（写真中央）が勝利を収めました。

第
43
回
よ
こ
て
菊
ま
つ
り

第
43
回
よ
こ
て
菊
ま
つ
り

　

10
月
28
日
〜
11
月
６
日
／
秋
田
ふ
る
さ
と
村

県
内
各
地
の
菊
の
愛
好
者
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
大
輪
の

菊
の
花
が
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。　

   

　10月30日、視覚障がい者のスポーツ『サウンドテー
ブルテニス（ＳＴＴ）』を知ってもらう活動が、すこや
か横手で行われました。このスポーツは卓球のボール
の中に入った鉛の音を頼りに競技するもので、主催し
たＳＴＴクラブ横手支会代表の佐佐木昭さんは、「健常
者の方も気軽に参加して欲しい」と話していました。

   サウンドテーブルテニスで汗流す（横手） （山内）中学生が考えるまちづくり

　11月４日／横手体育館駐車場特設会場
漫画家の倉田よしみ氏などによる〝食でまちおこし その
後を考える〟と題したシンポジウムが開催されました。

夜よこ進歩ジウム　第３弾夜よこ進歩ジウム　第３弾

期待に胸を膨らませ、いざ上昇！ 360度見渡す横
手の景色はいかがだったでしょうか。

横手の駅前弁当『横手重』コンテスト横手の駅前弁当『横手重』コンテスト

熱
気
球
搭
乗
体
験

熱
気
球
搭
乗
体
験

　

10
月
30
日
、
横
手
駅
西
口
付
近　

布絵本とあそぼう！

詩人・エッセイストのあゆかわのぼる氏をコーディ
ネーターに迎え、各パネリストが行政・農業・建築
の立場から『あなたの活躍が地域を変える』をテーマ
に語り合いました。

2

毎週水曜・土曜日
10：00～17：00
すこやか横手で開催

『梵天行事の継承と後継者育成について』をテーマにパネル討論が
行われ、最後に横手南小学校の児童が梵天唄を披露しました。

秋
田
の
に
ぎ
わ
い
大
集
合

秋
田
の
に
ぎ
わ
い
大
集
合

　

10
月
29
日
／
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト

地
元
・
横
手
ば
や
し
や
ぼ
ん
で
ん
な
ど
の

県
内
の
伝
統
芸
能
と
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
Ｆ
Ｌ

の
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
や
北
都
銀
行
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
選
手
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　10月29日・30日／よこてイースト
駅弁ならぬ駅前弁当『横手重』メニューのコンテスト
が行われました。一般の部では藤根信幸さん（市内旭
川）の『よコテ２重』、プロの部では細谷吉広さん（ゆ
うゆうプラザ）の『横手牛スジ焼重』が最優秀賞を獲
得。新しい横手の名物として商品化をめざします。

よコテ２重

横手牛スジ焼重

コーディネーターの齊藤壽胤氏

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
横
手

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
横
手

じゅいん
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情 報

情報～information～

                  
　
　

第
６
回
横
手
市
育
児
講
座

　
　

　

家
庭
で
の
節
電
・
省
エ
ネ
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
11
月
30
日(

水)

午
前
10
時

　

〜
11
時（
午
前
９
時
40
分
〜
受
付
）

◆
場
所
／
雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー

◆
対
象
／
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

◆
定
員
／
先
着
で
親
子
20
組

◆
受
講
料
／
無
料

◆
託
児
／
あ
り
（
要
予
約
）

◆
申
込
期
限
／
11
月
21
日(

月)

◆
申
込
み
／
雄
物
川
町
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー　

２
２
‐
４
５
１
１

　
　

市
内
２
カ
所
に
ラ
イ
ブ
カ
メ

　
　

ラ
を
設
置

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋
田
支
店
で
は
、

県
内
各
所
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
『
秋
田
の

今
』
を
配
信
中
で
す
。
横
手
市
は
、

Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ
と
増
田
の

町
並
み
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
『
秋
田
ふ
る
さ
と
ラ
イ
ブ
』
で

検
索
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
観
光
物

　

産
課　

３
２
‐
２
１
１
８

　
　

第
９
回
上
級
救
命
講
習
会

　
　
　
　

◆
日
時
／
12
月
11
日(

日)

午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
30
分

◆
場
所
／
市
消
防
本
部
（
北
庁
舎
）

◆
内
容
／
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

　

使
用
方
法
、
応
急
手
当
な
ど

◆
定
員
／
30
人

◆
対
象
／
中
学
生
以
上
の
方

◆
参
加
費
／
無
料
（
昼
食
持
参
）

◆
申
込
み
／
市
消
防
本
部
救
急
課

　
　

３
２
‐
１
２
４
７

　
　

女
性
セ
ン
タ
ー
主
催
各
種
講

　
　

座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
教
室
】

　

エ
コ
な
画
材
で
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス

風
な
絵
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
ク

リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り
な
下
絵
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
４
日（
日
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

◆
対
象
／
小
学
生
以
上
ど
な
た
で
も

◆
材
料
費
／
１
，
０
０
０
円

◆
申
込
開
始
／
11
月
16
日（
水)

午
前

　

９
時
〜

【
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座(

全
４
回)

】

◆
日
時
／
12
月
１
日（
木
）・７
日(

水)

・

　

15
日(

木)

・
21
日(

水)

、
午
後
７
時

　

〜
８
時
30
分

◆
内
容
／
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ク
ラ
シ

　

ッ
ク
バ
レ
エ
de
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ハ

　

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、ら
く
ら
く
体
操

◆
定
員
／
一
般
女
性
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

　

み
５
０
０
円
程
度

◆
申
込
開
始
／
11
月
17
日（
木)

午
前

　

９
時
〜

【
共
通
事
項
】

◆
場
所
・
申
込
み
／
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　

３
３
‐
３
９
９
５

　
　

第
37
回
横
手
市
児
童
生
徒
美

　
　

術
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
が
制
作
し
た

美
術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
26
日(

土)

〜
28
日(

月)

　

午
前
９
時
〜
午
後
10
時
（
最
終
日

　

は
正
午
ま
で
）

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
入
場
料
／
無
料

◆
問
合
せ
／
大
雄
中
学
校

　
　

５
２
‐
３
１
０
６

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
各

　
　

種
セ
ミ
ナ
ー
等
の
ご
案
内

【
地
域
と
社
会
を
元
気
に
す
る『
身
の

丈
起
業
』講
座（
全
５
回
）】

◆
日
時
／
11
月
26
日（
土
）、12
月
３
日

　
（
土
）・
４
日（
日
）・
10
日（
土
）・
11
日

　
（
日
）午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

30
分

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

【
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
学
習
会　

②
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
の

活
用
と
展
開
】

◆
日
時
／
12
月
６
日（
火
）・
７
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

【
エ
ク
セ
ル
・
就
職
支
援
講
習
】

◆
日
時
／
12
月
８
日（
木
）〜
15
日（
木
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時(

土
日
休
み)

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房(

外
目)

【
共
通
事
項
】

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　
　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　

働
く
人
と
勤
め
先
の
ト
ラ
ブ

　
　

ル
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　

秋
田
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働

者
個
人
と
勤
務
先
と
の
間
で
労
働
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
で
き
な
い
時

に
、
専
門
家
が
公
平
な
立
場
か
ら
問

題
の
迅
速
な
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
労
使
ど
ち
ら
か
ら
で
も
、
無
料

で
申
請
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
労
働
委
員
会
事

　

務
局

　
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
３
２
８
４

　
　

冬
季
公
開
講
座『
地
域
イ
ン

　
　

タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
研
修
会
』

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
基
礎
的

な
内
容
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
年
賀

状
作
成
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
26
日(

土)

午
前
９
時

　

45
分
〜
11
時
30
分
（
午
前
９
時
30

　

分
〜
受
付
）

◆
場
所
／
県
立
横
手
養
護
学
校

◆
受
講
料
／
無
料

◆
定
員
／
20
人
程
度

◆
申
込
み
／
県
立
横
手
養
護
学
校　

　
　

３
３
‐
４
１
６
６

　
　

秋
田
県
家
庭
の
省
エ
ネ
相
談

　
　

会
を
開
催
し
ま
す

　

①
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会
、
②

エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
・
内
覧

会
、
③
家
庭
エ
コ
診
断
相
談
会
を
行

い
ま
す
。
（
②
・
③
は
事
前
申
し
込

み
必
要
）
参
加
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
／
11
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
②
は
27

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
）

◆
場
所
／
秋
田
ふ
る
さ
と
村

◆
定
員
／
②
の
み
先
着
15
人

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
地
球
温
暖
化
防

　

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

０
１
８
‐
８
３
９
‐
８
３
０
９

　
　

秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参
画

　
　

セ
ン
タ
ー
主
催
各
種
講
座

【
楽
し
い
司
会
の
進
め
方
講
座
】

◆
日
時
／
11
月
19
日(

土)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
受
講
料
／
無
料

◆
定
員
／
先
着
30
人

【『
心
を
贈
る
絵
て
が
み
』講
座
・
年
賀

状
編
】

◆
日
時
／
12
月
４
日(

日)

午
後
１
時

　

〜
３
時

◆
定
員
／
20
人

◆
材
料
費
／
５
０
０
円

【
共
通
事
項
】

◆
場
所
・
申
込
み
／
秋
田
県
南
部
男

　

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　

３
３
‐
７
０
１
８

 

 

 

　
　

平
成
23
年
度
商
標
活
用
講
習

　
　

会
を
開
催
し
ま
す

　

商
標
の
基
礎
知
識
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
、
出
願
手
続
き
方
法
を
学

び
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
６
日（
火
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房（
外
目
）

◆
対
象
者
／
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力  

  

が
で
き
る
方

◆
受
講
料
／
無
料

◆
定
員
／
先
着
10
人

◆
申
込
み
／
秋
田
県
発
明
協
会

　
　

０
１
８
‐
８
２
４
‐
４
２
８
２

　
　

横
手
税
務
署
か
ら
年
末
調
整

　
　

説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

給
与
の
年
末
調
整
等
の
事
務
担
当

者
を
対
象
に
、
税
制
改
正
を
含
め
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
21
日（
月
）　　
　
　

　
【
１
回
目
】午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　
【
２
回
目
】午
後
２
時
〜
３
時
45
分

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署

　
　

３
２
‐
６
０
９
０

　
　

石
綿
に
よ
る
病
気
に
気
づ
い

　
　

て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す

　

石
綿
に
よ
る
病
気
と
認
め
ら
れ
た

場
合
、
労
災
保
険
の
補
償
ま
た
は
特

別
遺
族
給
付
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
石
綿
を
取
り

扱
う
仕
事
を
し
て
い
た
方
や
仕
事
で

石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方

な
ど
、
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
労
災
補
償
課

　
　

０
１
８
‐
８
８
３
‐
４
２
７
５

　

横
手
労
働
基
準
監
督
署

　

□
３
２
‐
３
１
１
１

　
　

10
月
30
日
か
ら
秋
田
県
最
低

　
　

賃
金
が
時
間
額
６
４
７
円
に

　

秋
田
県
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ

ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
、
県
内
の
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
労
使

合
意
の
上
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

い
こ
と
は
、
最
低
賃
金
法
違
反
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
賃
金
室

　

□
０
１
８
‐
８
８
３
‐
４
２
６
６

　
　

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

　
　

強
化
期
間
で
す

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一

部
を
除
き
、
労
働
者
を
１
人
以
上
使

用
す
る
す
べ
て
の
事
業
主
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
加

入
し
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
労
働
局
労
働
保
険

　

徴
収
室

　
　

０
１
８
‐
８
８
３
‐
４
２
６
７

　
　
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

　
　

ン
』強
化
週
間

　

女
性
の
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
の
強
化
週
間
に
あ
わ
せ
、
土
日

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
日
時
／
11
月
15
日（
火
）〜
18

　

日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

　

時
、11
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）午

　

前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
専
用
相
談
電
話
／
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

◆
問
合
せ
／
秋
田
地
方
法
務
局
人
権

　

擁
護
課

　
　

０
１
８
‐
８
６
２
‐
１
４
４
３

　
　

調
停
無
料
相
談
会

　
　

　

交
通
事
故
や
家
庭
内
暴
力
、
借
金

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事
に
つ
い

て
裁
判
所
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
関
係
書
類
が
あ
る
方
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
２
日(

金)

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

横
手
支
部
（
城
南
町
）

◆
問
合
せ
／
横
手
調
停
協
会

　
　

３
２
‐
４
１
３
０

　
　

う
つ
病
等
休
職
者
へ
の
職
場

　
　

復
帰
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　

民
間
企
業
に
在
職
し
、
う
つ
病
な

ど
の
精
神
疾
患
に
よ
り
休
職
中
の
方

で
、
数
カ
月
以
内
に
職
場
復
帰
を
考

え
て
い
る
方
を
対
象
に
、
相
談
や
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
等
の
利

用
は
無
料
で
す
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
障
害
者
職
業
セ
ン

　

タ
ー

　
　

０
１
８
‐
８
６
４
‐
３
６
０
８

　
　

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　
　

　

賃
金
未
払
い
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
等

に
関
す
る
労
働
問
題
に
つ
い
て
、
司

法
書
士
が
無
料
の
電
話
相
談
を
行
い

ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
23
日(

水)

午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

◆
相
談
先
／
秋
田
県
司
法
書
士
会
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①
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成
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年
３
月
に
高
校
等
卒
業
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の
方
、
高
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業
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以
内
の
方
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卒
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中
学
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業
後
４
年
以
内
の
方
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④
過
去
に
大
学
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で
秋
田
県
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会
の
奨
学
金
貸
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受
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、
⑤
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※
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か
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。
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／
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／
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月
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６
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／
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月
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９
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③
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ド
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◆
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／
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④
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ク
セ
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＆
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Ｂ
Ａ
に
よ
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工
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書
作
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／
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月
15
日（
木
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金
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【
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／
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曲
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／
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〜
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後
５
時

◆
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／
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④
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◆
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／
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キ
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ト
代
別
）

◆
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／
大
曲
技
術
専
門
校

　
　

０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講　
座

講　
座

講　
座

講　
座

講　
座

募　
集

2

 

催　
し

催　
し

 

 元気の出る地域づくり事業
平成23年度　大雄地区道徳講演会

元気の出る地域づくり事業
平成23年度　大雄地区道徳講演会

　テレビでおなじみ、マジシャン・タレント
のブラボー中谷氏が『わたしのマジック人生
～みなさんに伝えたいこと～』と題し、講演
します。ぜひご来場ください。
◆日時／11月30日（水）午後１時30分～３時　
◆会場／大雄中学校体育館
◆問合せ／阿気小学校　52-2105
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地域からのお知らせ 情報～information～

今月の一冊

　12月は趣向をこらした『クリスマスおはなし会』を行
います。事前の申し込みは不要ですので、ご家族そろっ
て遊びに来てください。
・12月10日（土）午前10時30分／十文字
・12月18日（日）午前10時30分／横手・増田・雄物川・大森

12月のおはなし会（会場：各図書館)12月のおはなし会（会場：各図書館)

　たくさんのご応募ありがとうございました。審査結果
の発表は平成24年１月下旬、ご応募いただいた方への記
念品の発送は３月を予定しています。

『読書に関する作品コンクール』募集締め切りました『読書に関する作品コンクール』募集締め切りました

最寄りの図書館で全ての館の蔵書を借りることができます。
○問合せ 雄物川(中央)図書館　22-2300または最寄りの図書館へ

図書館だより図書館だより

樋口明雄＝著／光文社樋口明雄＝著／光文社

　ペットとして人気の高い犬。盲導
犬や警察犬、災害救助犬など、生活
を支えるパートナーとしても活躍し
ています。この本では、ただ飼い主
に可愛がられ、癒しを与えるペット
としてだけではなく、犬とその周り
の人々の絆を描いています。
　おりしも今年は、ハチ公生誕から88年と８並びの節目
の年です。現代の忠犬物語を通して、人と犬とのかかわ
りを考え直してみませんか。犬を飼っている方、そうで
ない方にもおすすめの一冊です。　　　　【平鹿図書館】

『ドッグテールズ』『ドッグテールズ』

 　
『カルトナージュ体験講習会（リボントレイ作り）』
●日時／11月18日（金）午前９時30分～11時30分  ●場所
／Ｙ2(わいわい）ぷらざ ●参加費／2,500円（材料費） ●
申込み／深田さん   080-5575-6525
　　
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／11月20日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／『昔語りと朗読』出演：藤井京子氏、『楽しもうジ
ャズ！』演奏：ララ＆サニーフレンズ　●参加費／800円
（ケーキ付）※要予約　●問合せ／煉瓦屋 　33-2811
　
プリザーブドフラワー教室『カンタービレアレンジ』
●日時／11月23日(水)午後１時30分～　●場所／あさく
ら館 ●参加費／2,500円（材料費） ●持ち物／はさみ ●
問合せ／藤王さん 　090-7064-5602
　
日本将棋連盟横手支部『11月将棋例会』
●日時／11月27日(日)午前９時30分～  ●場所／女性セ
ンター  ●参加費／会員1,000円、会員以外1,300円、学
生500円（昼食付） ●問合せ／中田さん 　32-2479
　
横手吹奏楽団『第39回定期演奏会』
●日時／11月27日(日)午後２時開演  ●場所／横手市民
会館  ●入場料／前売500円、当日600円、小学生以下無料 
●予定曲／白鳥の湖、坂本冬美メドレー他　●問合せ／
加藤さん 　080-5562-3556
　
南の館　月例市民将棋大会
●日時／12月４日(日)午前10時～　●場所／レストラン
松美（十文字町坂の下）　●参加費／1,200円（昼食、賞品、
参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　
『つかえる英語講座』（外国人教師による中級英会話講座）
●日時／12月６日(火)午後７時～９時 ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ ●受講料／１回1,000円（初回無料） ●問合
せ／田口さん 　080-1829-4754
　　
歌の好きな人集まれ　～思いっきり歌声喫茶～
●日時／12月８日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋（寿町）
●参加費／1,000円（飲み物、ケーキ付）※要予約 ●予定曲
／星に願いを他20曲以上　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　
南部シルバーエリア料理教室『簡単お正月料理』
●日時／12月11日(日)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費、保険料込） ●定員／20人 ●持ち物／エプロン 、
筆記用具  ●申込開始／11月29日(火)  ●場所・申込み
／南部シルバーエリア 　26-3880
　

idobata  plazaidobata  plaza
いどばたプラザ

一般向け
・昭和天皇伝／伊藤之雄〔横〕
・絶望の国の幸福な若者たち／古市憲寿〔平〕
・毎日がたのしくなる塩  のおかず／おのみさ〔雄〕
・個人はみな絶滅危惧種という存在 ／舟越桂〔森〕
・なぜ僕はドキュメンタリーを撮るのか／想田和弘〔雄〕
・がんもうつも、ありがとう!と言える生き方／
　音無美紀子〔十〕
・「なでしこ」を世界一にした魔法のことば／児玉光雄〔平〕
・百歳／柴田トヨ〔森〕
・小田野直武-解体新書を描いた男-／小室千鶴子〔増・雄〕
・景福宮の秘密コード／イジョンミョン〔増〕
・【大活字本】食に知恵あり／小泉武夫〔十〕
・【大活字本】御書物同心日記／出久根達郎〔横・雄〕
　大活字本は、本の内容はそのままに活字を大きくした
　ものです。弱視や高齢で字が見えにくい方に好評です。
児童・生徒向け
・ことばのゆらい図鑑１／ヒサクニヒコ〔平〕
・ぼくはアニマルトレーナー／宮沢厚〔横・雄〕
・14歳からの原発問題／雨宮処凛〔十〕
絵　　本
・ボンちゃんバス／ひらのてつお〔増〕
・かみさまのめがね／つちだのぶこ＝絵〔平・森〕

新着図書の紹介新着図書の紹介 〔　〕内は所蔵図書館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

種類受付時間
10：00～11：40
13：00～15：40
10：00～10：30
12：00～13：00
13：45～14：30
15：00～16：00
10：00～11：00
13：15～15：00
10：00～11：00

12：15～13：45

14：30～16：00
９：30～10：15
10：45～11：30
13：15～14：15
14：45～15：45

成分

全血

全血

献血日程
実　施　場　所

まめでらが～ 道の駅 十文字

クツザワ㈱
ＪＵＫＩ電子工業㈱
シルバードームいきいきの郷
横手市役所　増田庁舎
県平鹿地域振興局庁舎
横手市役所　横手庁舎
幸福会館
横手市社会福祉協議会十文字
福祉センター(協力：憩寿園）
スーパーモールラッキー
住友生命保険秋田支社県南分館
平鹿農業共済組合
NEXCO東日本東北支社横手管理事務所
東北農政局平鹿平野農業水利事務所

月日・地域
11月20日(日)
十文字

11月22日(火)
増　田

11月24日(木)
横　手

11月30日(水)
十文字

12月２日(金)
横　手

 

横手図書館　　　11月16・23・30日、12月1日
増田図書館　　　11月21・28日、12月1・5日
平鹿図書館　　　11月15・22・29日、12月1日
雄物川図書館　　11月16・23・30日、12月1日
大森図書館　　　11月15・22・29日、12月1日
十文字図書館　　11月16・23・30日、12月1日
山内図書館　　　11月19・20・23・26・27日、
　　　　　　　　12月3・4日
大雄図書館　　　11月17・20・21・23・24・28日、
　　　　　　　　12月1・5日
雄物川資料館　　11月21・24・28日、12月5日
ゆっぷる　　　　11月16日
ゆとり館　　　　11月15・22・29日
えがおの丘　　　11月21・28日、12月5日
大森健康温泉　　11月21・28日
ゆとりおん大雄　11月24日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　11月16・23・30日
　西・南部　　　11月19・20・26・27日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　11月21・28日
南部シルバーエリア
　　　　　　　　11月21・28日、12月5日

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　11月16・30日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　11月16・30日（毎週水曜）
　／14：30～15：30
大沢診療所（内科）
　11月28日（第2・4月曜）
　／13：30～14：30
三又へき地診療所（内科）
　11月15・22・29日（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　11月17・24日、12月1日
　　　　　　　 （毎週木曜）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

お出かけ、ご利用前にご確認ください休館日 診療日



金 2

月 5

日 4

水　16

日　20

月　21
火　22

土 3

勤労感謝の日
水　23
木24

金25

土26

日27

月28
火29
水30

木　17

火15  11/

  12/ 木 1
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土　19

　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館） 

　法 市役所南庁舎　13：00～15：00、市総務課　35-2161
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

十文字秋の収穫祭　～20日　

よこいち。　10：00～、よこてイースト、「テーマ：クラフト」
　急 平鹿総合病院（鈴木医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00

　心 大森コミュニティセンター

　急 しおたこどもクリニック（横手）　35-5005

　心 増田地区多目的研修センター

　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　法 社協・雄物川福祉センター
　　 　10：00～12：00、社協・雄物川福祉センター　56-2072
　心 社協・大雄福祉センター
横手市児童生徒美術展　～28日、詳しくは8ページ
ウオーキングデー　9：00、かまくら館サンルーム集合
第9回横手市増田『民俗芸能フェスティバル』　
　急 市立横手病院（斉藤医師）　32-5001
　急 下田内科消化器科医院（増田）　45-5800
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
農業農村整備写真展　～12月9日、平鹿地域局1階ホール

大雄地区道徳講演会　詳しくは9ページ
　心 雄物川コミュニティセンター
　法 相談予約受付開始（12/21日分）　市総務課　35-2161
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館

横手市民ステージ祭、横手市交流美術展　～4日　

　急 平鹿総合病院（西成医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院　32-5124
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283

 　　おものがわイルミネーション点灯式
日　時／12月3日（土）16：30～
場　所／雄物川中央公園
内　容／豚汁・つきたて餅、お菓子の
　　　　プレゼントなど
【点灯期間】
　　　　12月3日（土）～2月17日（金）、
　　　　16：00～23：00
問合せ／雄物川地域局地域振興課　22-2111
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律 （要予約）　　人 … 人権
　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）
【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 99,887人（-64） ／ 34,350世帯（+3）
　男　 47,449人（-33）
　女　 52,438人（-31）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※10月末現在（前月末比）

横手市の人口
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11月20日（日）「森のリトル・ギャング」　 　　　  【83分】
11月27日（日）「ドラえもん のび太の人魚大海戦」 【99分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

Pick up
!!

Pick up
!!ピック

アップ
ピック

アップ

十文字秋の収穫祭

■11月19日（土）・20（日）、9：00～16：00
　食と農をテーマに、
おいしく、楽しいイベ
ントが盛りだくさんの
収穫祭。20日には第１回
大人のよさこいフェス
ティバルも行われます。
◆場所／道の駅十文字
◆内容／十文字産そばの振る舞い、新品種米の
　　　　試食、農を楽しむ運動会、レシート抽
　　　　選会、屋台村、麺・餅・お菓子まきほか
◆問合せ／道の駅十文字 　23-9320

　市内の芸術文化団体が一堂に会し、日頃の成
果を披露します。各分野で活躍されている方々
の発表や作品をぜひご覧ください。
◆時間／10：00～16：00（入場無料）
◆場所／秋田ふるさと村・ドーム劇場（ステージ祭）
　　　　お休み処『鳥海』（交流美術展）
◆問合せ／市教育委員会生涯学習課 　35-2254
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民俗芸能フェスティバル
第９回横手市増田

■11月27日（日）
　岩手県奥州市の金津流鶴羽
衣鹿踊や角館祭りのおやま囃
子など、県内外７つの貴重な
民俗芸能が披露されます。
◆時間／13：00～16：30
　　　※正午開場(入場無料)
◆場所／増田ふれあいプラザ
◆問合せ／増田地域センター
　　　　（増田ふれあいプラザ内）　45-5556
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アップ第６回横手市民ステージ祭
　　　＆横手市交流美術展
■12月３日（土）・４日（日）
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